
株式会社鈴木ハーブ研究所
女性活躍推進、支援機関との連携による障害者就労支援

小売業

1．取り組みを始めたきっかけと経緯

取材登場人物 取組内容
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茨城県那珂郡東海村村松2461

化粧品の研究開発・販売

300万円

45人

https://s-herb.com
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4．今後の展望

5．取材の中で生まれた質問3．社員の声

2．取り組みに対しての現状・課題
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企業からのコメント 

この度は弊社に関心を寄せていただき取材をしていただきまして有難うござ

いました。弊社は令和6年で創業20年を迎えます。これも一緒に働いてくれて

いる社員達がいてくれてこそ、失敗してもあきらめなかったからこその今です。

これからの未来を拓く皆さんも、関わる人々とそれぞれの未熟な部分を相互扶

助できる間柄を育んで、様々な環境や時代の変化を乗り越えていってほしいと

思います。希望に満ちた未来予想図をおもいっきり描いて、限りある人生を自

分のやり方で楽しんでいただきたいと思います。
代表取締役社長

鈴木 さちよ

柴田 芽依 (大学1年生)

大学では現代社会に関わることを幅広く学んでいます。授業の中で多文化共生やダ

イバーシティについて知る機会があり、この事業にも興味を持ちました。取材・執筆

活動を通して、他の大学の人や、社会人、社長といった普段の学生生活では関われな

いような方とたくさん話すことができ楽しかったですし、自分とは違う視点を知れて

面白かったです。

岩岡 知里 (大学2年生)

大学でD&Iについて勉強していることもあり、その学びを深めたいと考え本事業に参

加しました。また、私自身が県外の出身なので、茨城県にはどのような企業があるの

か知りたいと思ったことも参加理由の一つです。鈴木ハーブ研究所への取材を通し

て、鈴木社長が会社だけでなく社会全体の幸せについてお考えになっていることに

非常に感銘を受けました。

栗丸 花梨 (大学3年生)

就職活動を始めている中で、県内企業について知ることはもちろんのこと、取材・執

筆という学校ではなかなか経験のできないことを学べるという点に惹かれ、参加しま

した。取材をした鈴木ハーブ研究所の良さを、読んでいただく方にも伝わるように執

筆することがとても難しかったです。また、取材を通して、自身の就職活動の軸が定

まりました。
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